
JA2RL/YRL機器リスト（チェックシート）
JA2RL/YRL管理団体

機器の送付・受取時に，✔マークを必ず記入して，機材の有無を確認してください．
返送時，このチェックシートを機器に同梱してＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体へ送付してください．

機器 確認 備考
貸出時 到着時 返却時 到着時

●JA2RL ＩＣ-7300S IC-7300S本体
（移動する局） IC-9700 IC-7300S用ハンドマイク

セット IC-7300S用DC電源コード
IC-7300S用SDカード
IC-7300S取扱説明書
IC-9700本体
IC-9700用ハンドマイク
IC-9700用DC電源コード
IC-9700用SDカード
IC-9700取扱説明書
トリプレクサ MX3000N
安定化電源DM-330MV 電源はIC-7300S/IC-9700共通です
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

IC-736S 本体（マイク別途必要）
ＡＣコード
取扱説明書

IC-970 本体（マイク別途必要）
トリプレクサCFX431
ＡＣコード
取扱説明書

IC-706MKIIGM 本体
ハンドマイク
安定化電源DM-330MV FT-817の電源も兼ねています
ＤＣ電源コード FT-817の電源供給も兼ねています
ヘッドホン
取扱説明書
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

FT-817 本体 注意：13.8Vで運用する場合は，出力2W以下としてください．
ハンドマイク
ＤＣ電源コード IC-706MｋIIGMセット付属電源DM-330MV接続用
ＤＣ電源コード
ＡＣアダプタ
Ni-MH電池（本体内）FNB-85
電池ケース
ソフトカバー（ベルト含む）
付属アンテナ（３点セット）
ホイップアンテナCHF-412
M-P BNC-J L型同軸接続コネクタ セットになっています
取扱説明書
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

●JA2RL IC-775DXII 本体（マイク別途必要）
（移動しない局） ＡＣコード

取扱説明書
ＩＣ-7300 IC-7300本体

IC-7300用ハンドマイク
IC-7300用DC電源コード
IC-7300用SDカード
IC-7300取扱説明書

IC-9700 IC-9700本体
IC-9700用ハンドマイク
IC-9700用DC電源コード
IC-9700用SDカード
IC-9700取扱説明書
トリプレクサ MX3000N

●JA2YRL ＩＣ-7300M IC-7300M本体
（移動する局） IC-9700S IC-7300M用ハンドマイク

セット IC-7300M用DC電源コード
IC-7300M用SDカード
IC-7300M取扱説明書
IC-9700S本体
IC-9700S用ハンドマイク
IC-9700S用DC電源コード
IC-9700S用SDカード
IC-9700S取扱説明書
トリプレクサ MX3000N
安定化電源DM-330MV 電源はIC-7300S/IC-9700共通です
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

IC-760 本体（マイク別途必要）
ＡＣコード
取扱説明書
専用木製ケース 木製ケースに入れて一式でお貸しします



●JA2YRL FT-450M 本体
（移動する局） ハンドマイク
（つづき） ＤＣ電源コード

ＤＣ電源コード 電源接続用端子付き
安定化電源DM-330MV 電源接続用端子なし
取扱説明書
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

FT-991AM 本体
ハンドマイク
ＤＣ電源コード 電源接続用端子付き
取扱説明書
アルミケース アルミケースに入れて一式でお貸しします

IC-705 本体
ハンドマイク
DC電源ケーブル
ACアダプタ
AC100Vケーブル
Li-ion電池BP-272
BNC-P M-J 同軸変換コネクタ
M-P M-J L型同軸変換コネクタ
BNC-P BNC-J L型同軸変換コネクタ
アンテナチューナAH-705
チューナ電源分岐ケーブル
チューナコントロールケーブル
BNC-P BNC-P 同軸ケーブル
ワイヤ接続用M-Pコネクタ
チューナ固定用バンド
ロングワイヤアンテナ（碍子付き）
グランド用ワイヤ
7/21MHz帯ツェップアンテナCZ-2A
IC-705用SDカード
取扱説明書
アルミケース       アルミケースに入れて一式でお貸しします

IC-275 本体（マイク別途必要）
安定化電源PS20
取扱説明書

IC-375 本体（マイク別途必要）
ＡＣコード
取扱説明書
アルミケース

IC-551D 本体
安定化電源IC-PS20
スタンドマイク
取扱説明書

TS-680V 本体
安定化電源PS22
ハンドマイク
取扱説明書

IC-T7DSS 本体 ３台セットでアルミケースに入っています
ニッカドバッテリー３ヶ
充電器
ヘッドセット
取扱説明書

●JA2RL/YRL スタンドマイク SM-１ Ｎｏ．１ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用
共通付属品 SM-１ Ｎｏ．２ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用

SM-１ Ｎｏ．３ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用
ハンドマイク HM-36 Ｎｏ．１ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用

HM-36 Ｎｏ．２ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用
HM-36 Ｎｏ．３ IC-775DXII/IC-970/IC-736S/IC-760/IC-275/IC-375用

安定化電源 安定化電源IC-PS30
ヘッドホン ヘッドホン ３セットあります
パドル JA-1
アンテナ T-33jrH(14/21/28MHｚ）

HB064DXC（50MHz ４ELYAGI)
RN4DX(7/10/18/24MHz RDP)
X6000(144/430/1200MHz GP)
WHS-32N(144/430クロス八木） ２セットあります

変換コネクタ NP-MJ
●書類等 機器リスト （この書類）

ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体ホームページ （これに従って運用してください）
無線局免許状 ＪＡ２ＲＬ（移動する局） 免許状は常置場所に掲示し，コピーを添付します
工事設計書 ＪＡ２ＲＬ（移動しない局） 免許状は設置場所に掲示し，コピーを添付します
（コピー） ＪＡ２ＹＲＬ（移動する局） 免許状は常置場所に掲示し，コピーを添付します
電波法令抄録
アマチュアバンド使用区分表
ＪＡＲＬ局運用申込書 （運用の都度,記入してください）
局運用記録用紙（ログ） （運用の都度記入してください。電子ログでも可）
局移動運用許可願 （控と次回以降の申請用）
局運用状況集計表 （記入後、返却ください）
局運用終了報告書 （記入後、返却ください）
運用・広報のための書類
ＱＳＬカード見本20枚 （承認済みカード：希望により頒布します）
ＳＷＬ･未着対応用ＱＳＬカード （交信局数の数パーセントをお送りください）
記入済みＪＡＲＬ局運用申込書（写） （コピー可）
記入済み局運用記録用紙 （コピー可，プリンタ等で打ち出したものでも可）

２０２１．０７．２８．現在



ＪＡ２ＲＬ／ＪＡ２ＹＲＬ移動運用に関する受渡書類

貸出時，返却時にこの書面に記入し，常に機器に同梱して管理してください．
消耗・破損・部品紛失等が発生した場合はすぐに運用を中止し，JA2RL/YRL管理団体の指示を受けてください．

JARL局の運用は他のアマチュア局の見本となるものです．普段運用している個人局とは異なります．
運用は免許された範囲を逸脱しないようにしてください．同一局であっても特殊モード（RTTYやFT-8等）が運用できる無線機とできない無線機があります．
少しでも不安に感じたときは運用を継続せず，ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体へ問い合わせてください．

行事名等：

機器送付予定日：

運用開始日：

運用終了日：

機器返却予定日：

●貸出時（送付）確認者
氏名：ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体 印

コールサイン：ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ

貸出日付：

●貸出時（受取）確認者

氏名： 印

コールサイン：

日付：

●返却時（送付）確認者

氏名： 印

コールサイン：

日付：

●返却時（受取）確認者

氏名：ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体 印

コールサイン：ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ

日付：

機器等の返送先：
〒４６６－８６６６ 名古屋市昭和区八事本町１０１－２ 中京大学工学部磯研究室気付
ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ管理団体
電話：０５２－８３５－８６６４  電子メール：ja2rl@isotope.sist.chukyo-u.ac.jp

●JA2RL/JA2YRLのログについて
・局運用記録用紙（ログ）が不足するときはご連絡ください．コピーしたもので代用しても可です．余ったときは返却してください．
・記入された局運用申込書（写）および局運用記録用紙（ログ）は機材に同梱して管理団体へお送りください．運用団体で必要な場合はコピーをとってください．
・HAMLOG,ZLOG等の電子ログを用いても結構ですが，紙に印刷された局運用記録用紙（ログ）も提出してください．
   ログには，１交信ごとに「運用地，グリッドロケーター，JCC/G」と「運用者のコールサインと氏名」の記述が必要です

●JA2RL/JA2YRLのＱＳＬカードについて
・ＱＳＬカードは印刷前にＪＡＲＬ事務局で事前に承認を受けてから使ってください．（JA2RL/YRL管理団体から提供されるQSLカードは承認済みです）
・運用局数が少ない場合に限り，ＪＡ２ＲＬ／ＹＲＬ用ＱＳＬカード（見本）を使っても結構です．ただし返却時に１枚当たり２円をご負担ください．
・ＳＷＬ・ＱＳＬ未着に対応するため，運用局数の数パーセント分のＱＳＬカードをお送りください．
・ＱＳＬカードは運用後できるだけ早くＪＡＲＬ ＱＳＬビューローへお送りください．

●JA2RL/JA2YRLを特別局・特別記念局で運用するとき
・ログ管理，QSLカードの発行，SWLの対応等，上記を含めすべての運用・管理は運用団体によって行なっていただきます．
・JA2RL/JA2YRLの機器については，前年度1月の地方本部会議にて運用・調整します．それまでにJA2RL/YRL管理団体まで申出いただくと調整がスムーズです．


